ホウブンガクブ ノ ソウリツ ト ブンガクブ by unknown
Osaka University
Title法文学部の創立と文学部
Author(s)
Citation大阪大学史紀要. 2 P.45-P.67
Issue Date1982-05-20
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/11502
DOI
Rights
座談会
法文学部の創立と文学部
){:R, 
|九!ll~h 
村間数天
担fi年J
品、戸いj不hjJ
すγJ
、、
l
札作
mg
少七
??一手下LLF
主主
附J_U n~ 
J:1I 
(司会)
右手
Eゑμi 
それでは、本日の名誉教授の諸先生を間む怪談会止玄関限させ
岡
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ていただきます。
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例年ですと夕方から名校教段懇談会で、その前に各学利、専攻等の
持ち剖りで現役の教官の研究発表が行なわれるというのが約一例でございましたが、大阪大学の五十周年が再来年というこ になるそうで、それに向けて、全学的に五十年史を編纂するということになり、各部局にもそれぞれ割り当 がござい して、文学部 しましでも、その
一部分を担当することになりましたが、何しろ前設、
の歴史でい
うと古代史に属する部分は、
ほとんどの先生方がいらっしゃらなくな
り、名誉教授の話先生からお話をできるだけお伺いして、そ参考に大いにさせていただいた方がいいんじゃないかということで、例年と能しを変えて、むしろ今年は名誉教授の諮先生に主役になって、こやこ、
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し中
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いろいろお話を伺いたく思います。
いささか時間が長いようでございますが、ごゆっくりとお話しいた
だくようにお願いいたします。
それから、今後ともそういうことで、今日間以りではなく、きょうのお話をもとにいた まして、なおいろいろと先生方から古い きのお
話を何わなければならないということが起こる 思 ますので、そういう時には、側々の名投教疫の諸先生を 訪ねし 部内の編集委員の方々がお誌を伺いにあがるという とも、今後 かと患いまので、どうぞよろしくお願いいたします。
なお、きょうのお
あるいは今後、
お伺いいたしますお話が、そ
のまま五十年史に絞るということは、こればほとんどない 思 ますが、この際、
できる限りいろいろなお話な伺って、今後、文学部の歴
史ム夜 印刷文字には起こされない資料というものを くさ ただくということが、
われわれにとっても大変ありがたいことだと思います
ので、ど ぞその点はご了承いただきたいと思います。岸畑
今、可会者の方からご指名があり、きょうは私が時々立ちあ
がっていろんなことを巾し上げることになると思 ますが、そ は先ほど学部長からちょっ お話 ございましたように、大阪大学五十年
の
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史の編集が行なわれることになりまして、
全学的に編集実行委員会と
いうのがございます。梅渓先生がその委員で出ておられます。文学部内の委員会というのができまして、委員は五名おります。その中で私が一番年長ということでござい すので取りまとめ役をお せっかっております。きょうのこの慌しも、
それに便乗させていただきまして、幾つかの
話題を考えておくように 学部長から 指示を受けまして、それ 考えてまいりました。最初にどういうことを ちらがお伺いしたいと思っているか、
iぬ
でございますが、
いくつかの柱になることを申し上げたいと思います。
最初は、お手元に
2人抜大学二十五年誌』の総記というのが}コピ!
してお配りしてござい すが、そこ
かれております事柄のうちで、
われわれにはよくわからないことが、幾っかござ まずから、その点をお伺い たいと思います。
たとえば、その中に大版文化研究会と ったふうな名称 出てまい
ります。これはどういう内容の事柄が構想されていたの 、それからまた、
「人文科学研究所設置に泌する案をかけられ
L
一広々と、そうい
うこともございますが、それはどういうものであったのか、
お伺いし
たいと思います。
ニ番目に、全学部的な事柄といたしまして、助教授会というのがご
ざいまして、教授会参加と う とがござ ました。これは天野先生が学部長をなさっておられた時のことであったと思います。
それからもう
つは、大阪大学文学会という会ができました。そし
て吋件付兼山論叢』という雑誌が発刊されました。創刊号には、当時学
おもだか
部長であられた棒、協(久敬)先生の一言葉が最初に裁っております。
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これ
は昭和田十二年、
一九六七年のことでございます。
この文学会および
一世
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いる叶同封吋Ank
あるいはそういうことが縞想されましたいき
の目的、
さつなど、
お伺いできたらと思います。
それから第四番目には、学部にとって非常に大きな出来事でございました人間科学部設置の事柄でございます。
われわれ、
当時若い者に
はいろいろわからないいきさつのようなものも、あるいはあったのではないかと忠われますので
そういう点、
いろいろお話しいただけれ
ばと考えております。
われわれの方で二応考えました大きな話題 以上の四つでござい
ます。これから順次、司会の先生方によりまして、展開していくことと思いますが、
いろいろお教えいただきたいと考えております。
法文学部創設のころ
梅
i案:
それでは、私と片山先生とで司会役というようなことをやら
せていただきます。私よりもお古い先生方が らっ ゃい が、学部長からの命令でございますので進行役を務めさせて ただき 。最初に、今、岸川川教授からご説明がありましたように『 十五年誌』の文学部の総記のところにあるような、古い文学部の古代史に属する辺のところをお話しいただきましたら、大変ありがたいと思います。今村総長から桑問芳蔵先生あての書簡がございまして、
日付が一
の六月二十
日付でございます。っ(前略)脱者、ぷ学に於きましては
に政府の
昭和二十
り法文学加仙の創設を企限致しました処、
認なるところとなりまして、其の予算はか
f凹の悶会の協資を得る運び
とまでなりました。
の協授を得ますれば早速水年度より開講致す
ベく目下準備中で御座います。就きましては阪大法文学部文学科教段推薦をお願い致しますから御承諾の上、御尽力をお願い申し上げます
ο
敬日パ。追て文学科教民推薦は他に高木東大文学部長、木
m京大文学部
長、日井京大教授にお願い致してあり ので御協力願います。尚、
に予定致し
の法文学部文学科の議肢は目下のところ次の
て丹ります。丈学科、心県学付、哲学
ω
東洋凶洋、史学口一東洋間洋、
二十一日大阪大学総長今村荒男外国文学口英文学支那文学、国 付、内七講 。昭和二十三年六月
桑
m芳政問土般」とあり、こういう
」とから、この総記が的ま
おIJ設当時2の法文学部教官打合会、教授会記録
ったと思います。それで今日御出附いただ
きました名誉教授の先生方t
、リしと日〉
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いただきましたので、法文学部の創設のころからのことを、
どなたからでも結階
でございますから、
お話を
ポりたいと思いますが
かがでございましょうか。
小島
藤(院幹)さんが生きておれば
訴詳しいと思いますけれども、
あいにく幽明境を只にしておりますので。染問(芳蔵)先生がこれを受けられた時のことは、私はこの書聞で初めて知ったわけです 。二十
の八月ごろかと忠いまナ、
正吋聞な時
点は記憶しておりません 、今村総長から私が呼び出しを受けました。ちょうど私は夏休みで郷川市へ陥っておりましたが、それで呼び出しを受けまして、阪大の総長案 出ました。そのときに桑田先生が司府しておられました。
そのころ、各学部から創設のための委員、か一名もしくは二名選出せ
られまし 、本部に委員会が組織されておって、それが ろいろと入
の手続きその他のこと、
一切詐議せられていたようです。
話がまた一五に一氏りますけれども、私たちが八月によばれたときは、
阪大法文学部ができるんだが、同会が通ったらすぐ発足し 学生募集をやるんだと。そ で、あなた方、来ていただきたいと。
l主
も
う決まっていたんですね、このときに。顔つなぎで来 れて たのです。私は初ヰですから、来てもらえる ろうか、どうだろうかと、こういう話だったです。
というのは、
寝屋川が私の郷里でございますから、
あの巾刀ムゼ呼べば
山小の位話は要らない。
一ご〉
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什/ノトト
住宅事情や食院事活が非常に惑う
ございまして、
人を呼んで米ょうと思うと住宅の批話からしなければ
ならない。それで、住宅の位話をせんでもいい人をね ってき んで
し、
す。藤君も京都から通えますからね。
私もかねがね私のおやじが体を
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恕うして、年がいっておりますの守、家のことを見なければならない。知るよ にと言われていたのです。京大の
(久孝)先生にはその
をしであったので 湾臨先生から日介さんにそういう話があったのだろうと思います。それで私に
r日羽の矢が立ったんだろうと思います。
そのときに食組事情が忠い中に、校一飯に白い飯のランチを取り寄せて、食わしてくれたんです。そうして仰るときには総長の自動市で、
屯率のターミナルまで送ってくれたんです。えらいええ食べ物、があおと(笑い そのこ 広は九大におったものですから、阪大というとこは、えらいええとこゃなと思いました 乗り気になったんです(笑い)。米につられたんです。
それか
(久敬)教民も医学部にその時分おられましたから、こ
っちに移ってもらうことになってるんだ いうことでした。それともう一つは、浪速高等学校の蔵書が全部抜大へ引き継ぐことになっている。
それから大原社会問題研究所の蔵吉も阪大に米ること
になっている。
ですから、書物の問題はないからぜひお願いしたいと、
こういう話だ たんです。
ところが後になりまして、浪
J口川の書物もだ
めになった。大版社会問題研究所の方もだめ なっ 。(この大阪社会問題間究所の政投と阪大とのかかわりに閉山する資料を六七ページに叩阿波した。ま 、同研究所の所員だった大内兵衛の加者吋経済学双十年
h
一一
入間
J
二八五べ
iジにもこの絞習と阪大についての記述がある。ー相納者淀)
そのときに九大へ私が州って話もしなければいかん ら、
いますぐ
即答できない。
一応、私倒人は
、問日中に結果を出そうと思うとい
って加れたんですけど
ところが私が九大へ帰って、その話をする
と、その時分の九大も法文学部でしたが、学部長にどうもおまえに出
48 
ていかれたら悶る。人がいなくなって まう。 生がおるのに教授がいなくなってしまうと閤ると、こういうことでして、それですぐ即答は得られなかったんです。
それで私は、非常勤講舶の形で出発したの
です。経済の方では目崎(成司)
谷(燦
郎)数段、
v
それから
ういう人が決まっ いました。法科では向こうの法文学部の方の・:
梅
漠
小野木(常)先生ですか。
小島
小野木おともう一人、
(欣男)沼が決まっておったのです。
小野木君は京大、
は関商学院大学から引っこ抜いた。
阪大と名古院大学と北海道大学が同時に法文学部の設択が決まった。それが国会合通れば
一致して同時に始める、そうして学小募
集も何もかもが期日を
つにしてやるということになっていたんです
よ一十三年の十月の一一十双日に私が法文学部の講師を委嘱されとる。
これはおそらく阪大側の記録だと思うのです。ところが九大のですが、
その方では十一月の末日に非常勤講師の発令が出ておるので
??JG
ノ
一カ月差がある。
おそらく阪大では九月に同会を通ったんですか
ら、それ 十月に私を講師に委嘱するという辞令を出したんだろうと思います。ところ 九大の方では出しとらんのです。九大の方 は十一月の二十何日かに、十一月の
日だったかな、発令、が出ておるの
です。
で私は十一月に講義に来たんですよ。
議
内
そうそう。時間表なんかは九月にできとったですよ。
小島
それで後期になって私はここに
に米たんですよ。悠小満
義をやったんです。そのときがおもしろいんです。私はこの待兼山へやってくるのは初めてです。
ところが、部屋、がないんですな。学部長
室もないんですよ。学部長が事務長室に同居なんですよ。それで入つていったら、事務長 問中千代三君がどんと正面に座っとるんだ。その横に小そう 桑氾先生が格子だけで机もなしで座っとる(笑いてその績に木村(英一)教授が競っておられた そのときはまだ講師でした。非常勤講師で来て講義を始めておられた。それから講義を始めたのですが、先ほど申しあげたようなメンバー
が決まっておって
運潟
教授の発令は藤、威内、竹友(属機)、滋協となっている答です。
小島
私はその最初の教授会に出なかったけれども、教授会をすぐ
始めているんです。
梅
i案
それは先生、法文学部としてなされたわけですが。
小島
法文学部としてです。
はっきりしてるのは旧制大学で出発し
ているんです。私は非常勤講師ですけれども、開文学担当者だというので、教控会に出席したんです。こちらに講義に来ているときは、その教授会にも
出た。そのときにはもう、潔潟先生も談内さんもおられたような気がするんですがね。
蔵
内
それは、ぼくが米てから一週間伎のときですよ
ですから十
二月に入っとったですよ 十一一月の初め(ご臼)ごろに。そのときに打メ込
1:'1 
ったんです。
小島
打合せ会といったの?
ております。は法文学部の教授の打合せ会ということで発足したということになっ
梅
漠
はい教授会と一一一口わないで、打合せ会と言ったんです。資料で
小島
まだ教授会の規則も、何も決まってなかった。
蔵
内
何もなかったですね。
小島
それで、学生募集を十月にやっているのですね。十一月から
授業がはじまっています。
山芹焔
その学生募集は二十
ですね。
小島
で
す
よ
に学生募集なゃった
c
一一十一一
後期から始まったんです。それから男女共学ですよ。
岸畑
そうしますと、第一山の学生は二十
の十月に募集されて
小島
だから十
月から訪義が始まっているんですね。
山原畑
それで二十六年の
に第一同卒業とありますが、そうしま
すと二年半で。
小島
だから短縮授業ですよ。最初の年は一年八刀の講談合先生方は
山昨日やっているのです。
山原畑
i!三
で
小島
たしかそうでしたね。
蔵
内
そうそう。
小島
半年で。私も集中講義で秋に来て、それ ら冬にまた、
に来たんです。それで一年分の講義を完了したんですよ。岸畑
いまのお話でやっとつじつまが合いました。二年半でどうも
じっ月
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左のj乏の上が教務部イ号館(本鍛)。その右災が現
教を安部ニ号館で法文学部発足当時2使用した。手前
は昭和26{fに建設された木造 A.B.C. 棟
おかしいおかしいと思っていたのですけれども。
小島
それからもう一つ、
これはコ一十五年誌』にも出ていないと思いますが、
に法文学部を設泣するとい
うときは、物がない時代でしょ内ノ。
だから、そんな予算が
ないとい て文部省では、応けられて るんですよ。ど
きには、剤投資が来るのですよ。それが、建物も創設費も袈りません
この大学でも新たにで ると
から設院してほしいといってきたものですから、自分とこの予算からピンはねして金を出 てくれたんです。なんでも文学、経済、法学、です。私が記憶しているのはね。それぞれ十万円ずつだったと思う。だから結局一講座一一万円だった
こつこふ/中
J
ニ万円で。
そんな金で何ができますか、
それから、その中で心現学だけは、十万円とりはったんです(笑い)。梅
i奨
それで教授会 少々問題が起こったんです。悶るというて。
小島
それは実験講座としてですね。ええ、実験講座ですよ
c
館設にはそれだけの金はどうしても
要ると、こう言うんだ。それ 、
まだ阪大はよかったんです。今村総
長の政治力で、財界を動員して、後援会で寄付金を集めたんです。そ
の後援会から大学の各学部へ行くわけですけれども、この際だから特
50 
に、法文学部へ寄付金をやろうと、こういうことになって、本を集めたんです。
二年目から増えましたよ。一一十凶年からは一講座あたり十万円ぐら
いになっ かな。
梅
i実
小島先生、
いま、後媛会のお話が出ましたけれども、その会
長はどなたが最初になさったのですか。
蔵
内
杉(遂助)さんと述うの。
小島
杉さんですかね。
蔵
内
多分そうでしょう。高工会議所の会頭をやっていましたから。
梅
渓
この前、適誌のお金集めで、飯島幡司さんにお願いに行った
ら、飯島さんは今村総 と小学校
J
縮らしいので、そのときに、少
しは自分も関係したので、またお話をするということでした。懐徳堂文庫は貴重なもので法文学部設置のさい懐徳堂記念会のご好意をいただいたということなん すが、その辺のこ は。小島
懐徳堂は建物は焼けてしまって、蔵だけ残っとったんです
それで蔵の中で書物と一絡に同居 がら 記念会の方で講義を続けていたん す。それを今村総長との話で、阪大に寄付しようということになっ こ も朝日新開の上野さんなどが深い関係があったようですね。詳しいことは木村教授に聞けばわかると思いますよ。
卦て
本木
東
西村天悶が阪大に将来文学部ができた場合には、懐徳川弘の文
は全部そこに移管されるということを言っていたとかですが:::。(西村天凶は燦徳堂の復興に尽くした学者。明治から大正にかけてに大紋初日
新開社の論説委員や編集部今大を勤めた。!…総務注)
蔵
内
それは文咋だけでなくて、
快徳況の事業そのものが、
大阪に
文科大学ができたら、引き継がれるべきものだということを天凶が
fぷ
っていたんですよ。それを武内公務縦)さんから聞いた。
たしか二十三
年の八月の終わりごろだと思うのですけれども、快徳川
γ
の文ぃ仰と大一以
研究所 蔵書とが、そっくり入るからという話だったです。そのころは、もう決ま とっ らしいですね。
小島
決まっていたんですけども、こ 赤間文一一一知事との山の口
約束だったんです。大原の方は、高野(円台…一郎)さんとの関係もあって、かなり煮詰 ていたようですね。ところ 、そ 資料を預ってお ところが、府の
の図九分館だったんですよね。そっちが出すのを
いやだと言い出しょ んですよ
Q
それで浪速大学(のちに大阪府立大
学となる) いうのができ ものだから、そこの方に持 ていこうとしたんです。そのいきさつを私がよく知っているのは、浪商におっ 京洋史の教授が、私
の同窓なんですよ。
大抜高等学校の波書は、そのときの教股が、自分の専門とか、自分の好きなものな主として買っておられるのです。
だから、
かなり偏し
ているんですよ。
ところが決自のは学生な対象にして、
非常にまんべ
んなく蔵書、が集まっているのですよ、偏らないで。
だから、ここの書
物が入れば非常にプラスに ったんですよ。ところ 文書になってないものだから、府立の方に大学ができるんだから、府立につくのがあたりまえだと。
それで府立の方に持っていってしまった。それでも、
一部分は残っとる です。父兄会の分とか、特別な予算で買った本
けが残っとるんです。それが阪大のもんになったんだね。
文
部の分離
梅
i案
一十
の剖立当時から、明
それで、法文学部というのは、
くる年に女、法、経、
に分かれるということが、どうも初めか
されておったようでございますね。
小島
これは、阪大だけじゃないんですよ。法文学部で出発した大
は九州も東北も、
文部省の方針と大学側の方針とが
致して、法、
文、経になろうという、二十四年ですかな。
梅
i案
ええそうですね。二十四年です。
小島
ところが法科と経済は、講肢が少なかったです。それだから
一学部になると、非常に少ないというので、
になったんです。
それが二十
の変ごろ、六
法経常部と文学郎とに分かれたんです。月ごろじゃなかったですか。
梅
漠
一応法制約には五月で、八月に初代の文学部長とし
いい》げん、
て桑田先生がなられたようです。
小島
私は二十四年の問月三十日付で甑大教授になったんです。九
大の方は兼任になったんです。それが二十五年の七月ま 続くんです。
梅
i案
お話がだんだん法文学部の時代から文学部 独立する ろに
入りかけているのですけれども、そのときの 生募集の資料によると、
に独立させ、その
あらかじめ、来年度において、法、経、文の他、学生改革に伴う教養学郊の
の計闘がありますということを
うたつであったようですね。二十一一一年の段階で。
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島
では、もう
初めからそういう予定だったのですね。
初期の文学部教官(ロ号館前にて)
梅
i実
」のときは、
森東舌先生、本部
のガにもご関係
がおありだったように聞きましたが。
オミ
ホ本
来
ぼくは、
つからかは覚えていないのですが、
!i'fr 
1]1j 
うので、私は文部省にいたことがあるものですから、当時の事務局長
大学院ができるとい
白羽の矢が立って(吉田孝一)が、文部省との顔がつなげるだろうということで、ぼくにたよ。新制大学院ができたのは、
一年と}カ月ぐらいお手伝いしたことがありまし
梅
渓
一十八年ぃ渋からです。
いつからでしたかね。
ではその少し前のころかな。法文学部のときは、人事や何か
フk
不本
来
小島
それは一緒です。教授会は、
は全部一緒なんですか。法 部の人事も 学部の人事も。
一緒に寝議していました。しか
し一一一学部みたいなやり方をしていますね。法科は法科で教授会つくって、法科内部のことは、そこ 大体決めておいてそれを教授会に持ていったですね
G文学部は文学部の組織があったです。
文学部長になられて、九月十五日に初めての文学部教授会をお開きに
梅
i奨
文学部が独立して、八月二十日に桑
m法文学部教授が初代の
52 
なったように、記録には書いてございますが、抑伴潟先生、村泊先生、その辺の初めのころの、文学部独立のころの教授会ということをめぐって何かお話がございますか。小島
私の年譜には、一一十四年の六月一行に開立学校設置法、昭和
いますね。ニ十問年法律一双
On
づの施行によって、私が文学部勤務に転ぜられて
だから、法律の方では、六月
日にそういう開立学校の設
m似法が改正になって、新しい法律が施行されたのですね。法文学部の
し、
だから、それをその
時代に教授会のレ
1
ルが敷かれていますからね。
まま文学部へ移行したらよかったんです。
蔵
内
教授会も初めからちゃんとしておったですね。
研究窓や教室、それから図書館があ一ったでしょう。その建物を二十四
小島
文学部は浪高に尋常科があってそ 控物を借りた そこに、
年から談ってもらったんですよ。学生がおるからという で、なかなか譲ってくれないんですよ。
蔵
内
の研究室で、その教室も端の方にちゃ
研究室は一一階が
そこだけ聖域で、どうもできない。
んととってある。
小島
それで、橘(党勝)活がそこに入り込んでおったんですよ。
議
内
それで、われわれは三階になるんですね。
小島
ぼくは二階におったんですよ。
心理学のニ踏に。
火部屋に、一一一段ひと聞の割で、ベニヤ板で間仕切りゃ}して、天井が共
フk'l'.本
Jl~ 
教授の方々が側窓に入っていて、われわれ助 は、四階の
通なんですよ。だからお互いに内緒話ができない。
ちょうど、絵巻物
に出てくる吹抜き屋台のような恰好でしたね。
小島
それは、どこの大学でも同じですけれども、暖房がなくて火
ばちをまたに…つはさんだですね。
蔵
内
そうでしたね
c
地下窓で出向ゃったけと、火ぱちなまたにし
ながらでした。
さっきのお話のように、初め研究費もないし、場所も非常に粗末だった。ここに教室をつくるの 、そのとき木造にするか、鉄筋にする
かで、大分議論 あったんですけれども、あれば池の跡ですから、どうもそういう永久的な建築はむずかしいだろう いうことがありました。そのときでも、 れはやがてやり岱えるんだというみんなの到解だっ ですよ。
それから、
ちょっと遅れますけれども、中之島の議常ができました
ね。あのときの寄付金のことなんかも、
みんな考えたですけど、その
ときだれだったか、財界 人の話なんですけれども、阪大は経済的な基礎はあっと一一一一日う聞にできますよと一一おうとったんですよ。われわれもそういう期待を持っておったの すね。
J-
ミ〉、
手れム
μ?V
に
-主工作中川
JH
こ守礼し
f
?????
けど、間もなくすればちゃんとしたも が きると、そういう気持ば持っておったですね。
やっぱりそのとおりだったですっ
梅
渓
先ほど、岸畑先生からちょっとお話、がございましたが、この
総記の中で二十六年六月ごろから大阪文化の研究に闘する案が発せられて、大阪文化研究会というのが二十八年ごろに形を終えたとか、あるいは人文科学研究所の設民に関 る案を立てられ あります 、
これらは社研なやととの関係もあるんでございましょうか《小鳥
それはないです。それは今村さんの階想ですよ。どこかへ私
ら建物見にいきましたよ。立派な建物が って。ムソ旦の方ですね。
森
J!i 
木村権お俗門氏宅。
小島
その挫物を阪大へ提供するというのですね。そこで研究所を
つくってくれと。
オて
不本
一見ミ
それは大阪文化研究所ゃないですか。
小島
そうそう。
蔵
内
おそらく阪大ができる前からのことではない
いまのお話は、
かという気がします。私は昭和二十三年の十
月二十六日から講義を
して、
その日に発令になったんです。その現二十七日だったかな、思
学部の論併
hで、法文学部の開設記念式典、それからあと
の忠一昨
会ですか、あそこのホ!ル
の懇親会をやったんです。
スルメイ
カかじって、
お淵を飲むというぐらいのものなやったんです。
いま思
い出したんですが、
川町科系の人が文科系の
の設山小引に対応しておっ
たと う話のときに 何か醍科系の人たちでもって、文化研究会をつくっていたと
σ
それが法文学部などな設けようという
つの母体にな
っているんですね
これがここにある大版文化研究会です。後に言う
大坂の文化を研究しようというのではなくして、文化研究会、
つまり
大阪にあるから大阪 ぐら の意味ではなかろ かと私はいまふっと忠ったんですが、
よくわかりません。
それから、人文科学研究、これはやはり大抜研究をやろうという機
速がだいぶん又学部にありまして、藤殺などが熱心だったのですが そ
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れで鶴橋の近所ですか、さきほどの木村権右衛門という有名な財産家の旧宅があって、そこに行ってみましたけれども、純日本式の建物で、立派な座敷や茶室などもあって 非常に立派な家ですけれども、それを提供するという話だったですね。
しかし、話を煮詰めようという段
階になってからいろいろ悶難があって、結局できなかったですね。
(木村権お衛門氏宅は、大阪市生野区桃谷一一一丁目二十一設である。
i
編者注)
機
i実:
それは文学部だけでなくて、文科系学部の:・。
蔵
内
いや うじゃないんです。大体、大阪のことについてやろう
という、そこを拠点 してやろう 、そういうような。
島
大学に付隠させよと一一おいましたね。
蔵
内
そうそう。そういうことがあったですね。
小島
で、看板だけ出してくれというんだ。
蔵
内
そう す。向か、向こうは向こ だけで・::。
小島
だから君板も出すことにしたんですよ、今村総げたが。話は入門
7
村総長との出にできているんですよね。
っ
1
つ工み
ih
、
よ
dAd
斗イ
Adtv
ただ間接に聞い
ているだけなんです。森東
建物を寄付しないんですよ 寄付すると うのでぼくらも見
に一行きましたけれども、建物は寄付しないという:・小島
そうそう。そういう話だったですね、結局は。
だから実際は
実現してないんですよ。
議
内
ぼくも行って、木村係お衛門さんにも会ったように忠います。
梅
i実i
このころでございますか、小島先生やら、藤先生が大阪文化
の研究合始められましたのは。大阪和学の研究を小島先生 どがおや
りになったように承っておりますが。
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小島
いや、私の大被和学の研究というのは、間文関係の教官が中
心で、それで、文部省の科学研究授を一一一年続けて何百万円かもらったんですよ。
蔵
内
大阪文化研究というのは、文学部 試験研究切か何かの要求
のときに出したんですよ。
それで、私はそのときに評議会で説明した、
そういうことがあった ね
しかし、それは通らなかったですね。
第二位か何かで。
構
渓
阪大は瑚利系の付医研ばかりが多いので、
文科系は社研しか
ございませんが、その社研もほとんど数政経済的なこと な いるょうでございます。
は文学部を断れるかもわかりませんが、
やはり
これも大事なことなので、その辺について。
小曲一同
人文科学というたかどうかしらんけど、
そういう話があった
んですね。経済の符本又次別だったね。うちの藤ねらとで何かそういう全ての安があったですよ。
あれはどうしたかな、実現しなかったのかな。蔵
内
それが大阪文化だったでしょう。大 文化研究という一つの
プロジェクト
ていましたね。
そのほかに、
やはり文科系で研究所を付位すべきだというなれんは、
みんな持っておったんですよ。ネくそいつを手がけたのが経済学部なんですよ。あの台時学部長は高邸保馬先生でした。私の ころへ相談に見えました。
しかしいったん付託研究所ができると、法にも文にも、
というわけにはゆかないんです。文科系に一つつく らしばらくお
しまいです。
だから経済だけにできることは、
ほかに対しては支障に
なるんだから、
できれば一一一学部にまたがったものがいいということを
私どもは考えておったわけです。
高田さんの方も、それで社会経済研究所の案をすぐもって見えたんです。そのとき ちゃんと、文学部、ことに社会学、それから法学部
などの人の協力を得て総合的なもの、学諮的なものにしようと言われた。いや学部際ですね。そ なふうな構想だったですね。講座なども、そういうふうに申請してあるし、
一応はそうなってい
るんです。第
講座が社会経済というものになるとか。だけども、だ
んだんと方向が変わっていった。それに対し 高田さんは非常に不満だったですね。
梅
漢
それで、文法経学部と社研との間の人事交流か何かの考えは。
蔵
内
そこまではまだないですよ。
まだ案だけだったですからね。
山犀畑
社研をお考えになるときには、文学部 先生方ももちろんご
一緒になさったわけですね。
蔵
内
教授会では、無論設設 話に っていました。
山芹畑
教授会でも取り上げて議論なさったん か
蔵
内
いや、それは別に大した議論はし かった すね。なかった
けれども、
みんな知っておったわけです。
みんな経済でやるのは経済だと。文学部では文学部でと別に考えておったのかもしれません。しかしぼくの考えでは、支持を受けるんで
すよ。
いったん経済にできたら、もう当分文科にはできないんだと。
だから、そこに対しても一株は持っと ないかんという、そういう考
えで賛成した。高泊先生の方もそういう考えだったです。
山伴焔
それが今のような社研、近経だけになってしまいましたのは
どういうことでございますか。
蔵
内
それはやはり、近経の人が入ったのですが、
いまイ、ギリスに
行っている森嶋通犬君とか、数理経済学の非常に優秀な人々がそこに集まって、そこでどんどん業総も上げるし、そういう講座が、
だんだ
ん先へ先へ充実されてきて、第一講座というものが後になったんです
だいぶ考え方が変わってきているし、
こや二、乙て争J
中
j
ヲぺ
ね。そういう関係で、ういうのに対して高間さんは、
不満を私には一一一一口っていました。
山芹焔
高問先生ご
rは身は、むしろああいうふうに立てることにご不
ち
61
白円ノつこ
L
一。
品側、刀
JO
中JLζ
んです。
蔵
内
はい。だから、ぼくも協力しようと。そういう意志があった
山芹畑
そのときに一議庄でもこちらが確保 ておけば、拠点になっ
たわけですね。
蔵
内
そうです。そうです。
と思うのですね。あの人は木当に文科系、特に文学部の育成には稿短今村総長に対しては、文学部はやはり非常に感謝しなければいかん的だったですね。それで筋立早々などには、建物の…階だったかな、
必ず総長がやってきて
くれて、あそこでどヤパ
i
ティ!なんかやったですね
c
みんなとわいわいやっていた感じです。助教授の教授会参加について
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梅
漠
岸川問先生からもお話が出ました助教授の教授会参加問題、こ
れは昭和一一一十八年ころに、教授会の審議にのぼったように聞いております。私がこちらにご厄介になったとき 記憶でも、助教授会と うものがあって、その後、助教授が教授会に参加ということで、
いろい
ろ問題がございました。
その当時の教授会のお考えなど、
お聞かせい
ただけたらと思います。
森
JIl: 
」れは村問先生のころから始まった。
村荷
ぼくはつぶしたんだよ。
梅
渓
私は「なんでそんな教授会みたいなところに、忙しいのに好
んで来るのか
L
れて。
村図
ぼくはそう言った だ。助教授会に出て って、あんなばか
なものに入りたいのかと。
そして最初は劫教授の方もあまりぼくに強硬に
なかったですよ。
あいつはだめだと思っておったのでしょう。岸川おなんか う思つたのではないですか(笑い
)0
だもんだから天野(利武)さんのときにな
ってから、なんかゴテゴテ
い出したのでしょう。
天
聖子
問題はですね。
いま村田先生がおっしゃったように、村田先
生一が学部一長のときからもう起こってき のですね そのこ 私の受けた印象では、教授会で取り扱う問題 中には、助教段も参加していただいて一緒に討議して決定する方がいいような問題も、
かなりあった
ように思うのです。しかし、阪大は諮版制をしいているので、議服約一当の教授がその講座 ついては全責任をもってやるべきだと、そういう考え方も、
一つの筋の通った根拠があると、そんなふうに思ってお
ったのですが、
たまたま村問先生がその問題を後に残された形で。
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村
田
結局、後に残してね。
天
野
私がそんなころ部長になりましてから、
にやってみて、
教授会で討議され、決定された事柄を、また助教授会で学部長が報告しなければならないというニ重手間もあったわけですね。その際、その報告に関述して、劫教授 方々の発言の中に、
やはりいろいろと参
考になるご意見もあったわけです。私が助教段の方々にも参加していただくことがいいのではないだろうかと、
と同時に、
の支任者が
決定すべき責任を負っている
の問題とか、あるいは学位容査の問
題とか、そういうことについては講座相当教授だけで審査すべきではないか 、そういうふうな考え方をもちまして、助教段の方々といろいろお話し合いをしたわけですが、
ただ私が学部長になりましてから
も、市山座の立任者でやはり教授会を構成し 、そしてそこで当時問題となって たような教授会の議題については、議陀担当ホれが全責任をもって得議し、決定すべきでないかと、こう う意見もございました。
;、:、? ?ポ寸
1J
、ヶ、
Y4
『、
UJ
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CL
の当時の事情等について、
。〉
いろいろ伺 たりしまして、全体として 傾向から えば
やはり助
教授、あるいは専任講仰のご参加をいただく方向に漸次動 て くのではなかろうか、そういうようなこと 感じまし 。私
rH
身としては、
あくまでも助教段の参加を拒許するという態度では に、問題によつては教授だけで審議して、問題に っては助教授あるいは専任講郎の方々にも参加していただ
a穏議すると、そういう方向で話し合い
をずっとしました。
結局、数剖の教授会で、この問題が議せられたと記憶しております
けれども、最終的には助教授の方々にも参加していただいたというよ
しかし、途中でどういう方々が
うになったような気がしております。どういうご怠児を述べられたかということについては、もう大方忘れてしまいましたので、ご勘弁いただきたいと思います。山原畑
助教授会というのはいつごろできたのでしょうか。森東寄先
ざいまして。きどき学部長から助教民に報告をしていただくというような がご
フヤ之
不本
来
それは殿内先生が
しておられたときです。それでと
蔵
内
J
、〉土上ノ、
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o
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森
J:l! 
ございましたよ。それが実際、
Jよ2
iJ 、
度ぐらいしかないの
です。それが限代の学部長もまたそういうことを受 継がれて、仙削教授に教段会の決定ゃなにか重要な報告を、助教授な集めてされました。
小島
一応報告することが、あったときだけね。
森
東
そうそう、
そういうことですふ
岸畑
助教授会として、教授会とは別に、そういう会合な開いて、
いろいろと話し合うというふうな、そういうことが始まったのはいつごろでございますか。
'*' 不本
来
ぼくの記憶では、和田
政内先生のときだと思いましたね。
(誠一一一郎)さんや問中健
さんらが集まったらという。
別にどうという
ことはなくて、助教授は教段会もありませんから、
お瓦いに接触する
機会がないわけです。
そしてまた、
たとえば前凶(吋対一切)君なんかが赴
任して米ておりましでも、
しばらくの問、どの人が前川設か知らなか
ったという、そういうような状態だから、
われわれも…印刷に会って、
話しするような機会をつくったらどうだろうかというようなことでできたのではないかと忠います。
岸畑
私がそこへ参加させていただきましたときは、品目火老が和田
先生でやめったように記憶 おり が。
に会問とかそういうもの
なつくったわけでもありませんね。
'*' 不本
片i
ええ、そういうものは、加にありませんでしたね。
小島
ぼくのときに、防教授 方から恒例だから出席 てくれ い
って巾し込みがありましてね。
それでぼ
に「幻ったこ
0) 
とがありますわ。
村田
ぼくのときもそうですよ。助教授会でもって呼ぶわけですよ。
それで教授会のことを報告するのは而倒くさいから(笑い)、なんでもきいてくれということにした森京
初めは桑間学部長 時に、助教綬も教伎会にオブザーバーと
して参加させ もらった時代があるので 。橘さんとか私らが。教授附の後ろに長約子がありまして、そこ
っていて発言しませんで
っているうちに、なにか返照 しま 、一人減り、二人減り(笑いて結局だれも出なくなってしまったのです。
ごう、〉吋ノいんじじい
4」っこ、
a入ノ
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蔵
内
教授会でね
c
ちょっと思い出したんだけれども、初めのころ
教授会費を払 おったのですよ。こ はぼくは非常に持りに思ったんだけれどもコ
小島
お茶代ですね。
イ司
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蔵
内
弘げ九〉げん、
お茶代とそれからお菓子かな。校務をやるのだから、
これはおかしな話だけれどもね。
しかし、それくらい
の財政は厳
しかったですね。そういう明日がないものだから。初めは、先ほどお話が山山た目崎さんが、
サッカリンとか、ああいうものを教授会に寄贈
したのです。
'*ｭ不本
来
砂糖がなかったから。
小島
〉吋ケえ。
サッカヲンを入れた紅茶をみんなですすった。それが
教授会で、昼下がりになると出るのですよね。後はそれにお菓子がつくのでね。そういう時代があっ のですね。
山犀畑
ちょっと庶務の方で、助教授の教授会参加のことにつきまし
て、いままでの教授会の議事録を調べてもらいましたので、そのことを申し上げてみますと、昭和三十八年の四月の教授会 、専任講師を合む助教授の教授会参加について審議されたというふうにメモしてございます。
そういたしますと天野先生、教授会の正式議題としてお挙
げになったのは、こ あたりからでございますでしょうか。
卦て
不本
東
村泊先生のときにありましたよ。教授会の方で。
山芹畑
しかしそれは、教授会の正式議題としては、そういうことは。
村田
それは知らないけどね。多少、そういう話もあったけれども、
絶対に反対の人もありました。
だもんだから、ぼくはこんなことで議
題にしたらうるさいと思って、助教授にちょっとごまかしたのです、本当のことを言えば(笑い)。わからないのに入るやつがあるかいと。勉強できない いうような形で(笑い)。そうしたらそのままで。
ま
fこ
ぼくは逃げ足が早いから、そういうふう です(笑い)。
(村閉めナ部長のときは教授会を懇談会に切換えて審議したので教授会議事録には残っていない。ー編者注)
58 
山序畑
それで、開じ四月の教授会で、助教授の教授会参加な条件つ
きで認める。その具体的な内容といたしましては、教授人事については、教授のみの
で審議し、表決するが、助教授人事については、
助教授の 会における稼議権を認める うことが議せられております。
ζ
汁し、‘‘つ
Y
よ44μAlrd
の教授会では、学部長、
各秘委員の選挙権を
認めるということが議題に挙がっております。助教授以下の選考委員の選挙総を認める。
ただし、被選挙権は与えない。選考委員を選考す
る、投票する権利はございますけれども、
はなれないというこ
とのようでございます。それから教授会議事慣行内規起草委員会発足。教授の方からは時野
谷(勝)先生と森東吾先生とそれから守屋(美都機)先生、助教授側からは矢内原(伊作)さんと私と叩回(和衛)さんという名前が挙がっておりますが、私は突はどうい こ をやったのか全然記憶がございませんけれども、これ や り助教授を教授会に参加させるための議事慣行の内規をおつくりになると、そういう 趣旨でござ ましたか。
天
皇?
の秋ぐらいから、そういうことが議題になっていた
ように思うのですが、明確な記憶 ありませんが。先ほど条件っきいうことでおっしゃった条件というの 数閤の饗議の郊 、そういうふうになっていったと思いますよ。
いま伺って、ああそうだなと思
い当たりますね。
岸畑
そこでこの交渉に、助教授側から、ちょうど運思く
mm
先生
と私が位話役のようなのが当たりまして、それで助教授の方から学部長の ころへ、参加の問題について折衝に行けと言われまして、
ぺご
れ
で天野先生に何回もお目にかかった記騒がございます。教授会が終わって先生は非常にお波れで、
しかも気の指そうな顔
ιなして、内容はか
なりつれない返事を何間か先生から聞 されまして(笑いてそれで、それを持 帰ると助教授会でしかられるも ですから、進退きわまって、甲田さんとニ人で大阪のまちへやけ泊をあおりに出 け 。天野
それはどうもすみませんでした(笑い)。
岸焔
(笑
教授会をニ人でボロクソにこきおろしながら澗を欽んだ
い)記憶がございますけれども、それだけは実にはっきり覚えておりまして(笑い)。やはり教段会では、教授会は教授をもって構成する。助教授は教授でない。
したがって助教授は教授会に参加すべきでないというふうな
ご怠見もあるというようなことも漏れ承って:::。本当に、それはいろいろご意見があったと思 ますけれども、やはり教授会 こういう問題を議せられては、なかなかスムーズにまとまらないということは、いまにして思えばよくわかるのですけれども、当時はそう うことが全然わからなかったので(笑 )。
梅
i案
全学からいうと、助教授の教授会参加というのは、どうだつ
たのですか。
ほかの学部にさきがけてというか、どうなのですか。
岸地
全学的には、文学部が早かったのではないでしょうか。
オて三
不本
来
かったでしょうね。その後、
邸中健ニさんが学部長のとき
に、幼教授の人事には助教授のボ
i
トを認めるということを決めたの
です。そしてそ 院後 紛争が起きたのです。そのために幼教授の人
いろいろ紛争処理に当たっていただいた。これは非
たちも率先して、常にタイミングがよかった(笑い)。
天
野
いまの助教授会参加の問題は、助教授の側からそういう御要
望があって教授会の議題にもなり、
いろいろいま山印刷さんからお話し
のような経緯があったわけですが、反対に教授の側から、助手の任期を決めた方 いいのではないかというご意見が出まして、そ 問題もずいぶん苦労いたしまし 。私は、やはりあまりにも長く一人 方が助手と う地位にとどまることは、ご本人にとってはいいかもしれないけれども、学部全体の発展という点からいえば 問題 あるということで、私は任期を決める方向で、そのときやっておりました。ま、どう っていますか。
梅
i案;
あれは紛争でもうなくなったんですね、げば期は。
岸畑
そうなのです。
天野
任期がなくなったの すか。
梅
漠
別に任期はないわけです。
いまのところは、
天
里子
、ノ、
Al、守ノ丹、同ミ
0
82yf
てすカ
'* 不本
来
当時は
で::・。
天
野
たら、ある程度その場合は。
太人の
森東
一年延ばすとかね。その都度教授会にかける。
時野谷
一一…年目からは毎年教授会で承認することになっていた。
卦てこ
不本
来
その当時は間十歳以上と二十代 助手と。
はなくなっ
し
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てしまったのです。それで、何とかしなければいかんということになったのです。
…時非常に変則的な状態になったのですね
3
そうすると
二十代ぐらいの助手に対して四十代の助手のっプレッシャーが強いのです。数段、助教授よりもそういう人たちの方が強いのです(笑い)。ういう時代があったのです。
梅
i実
いま森東一九日先生のお話にありましたように、私どもも教授会
に参加させていただいて、間もなく紛争になりました。十
μい劫教授の
先生方の中には蒋任して教授会に参加するや なや紛争にかり出される羽目にあったよ な方もあったのですが、
しかし紛争はああいうこ
とで学部一致して乗り切れたのです。
そういう点では、やはり教設会
の方のご配慮もあっ 、ブラスだったと評価して ろしいですね。
村
図
天野さんは先見の明があったが、ぼくは先見 明がなかった
のでね(笑い)。
『待兼山論叢
b
創刊
梅
i案i
さて、助教授の参加問題については、これぐらいにさせてい
ただいて、次に、深潟先生にたいへんお骨折りい だい 『待兼山論
を創刊するということがおこり、私も最初いろいろ編集でお手伝
いさせていただきましたが、発刊のねら はどういうところにあっのでしょうか。
津
潟
あれは、私が部長のときですが、結局符さんがおっしゃった
ことを私は決定しただけで、その当時の山甘さん ご意見ですね。
梅
渓
あのとき、大学院の学生もだんだん多くなってきたので、
はり大学院の研究成果を発表する綿誌があった方がいいというような。
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濯潟
(可文学部紀要』)との関係でね。吋紀要』
ということは
は教授しか発表できない。
しかも一人しかできない。とても助手とか
y J 
できないから、それを発表する雑誌をつくろうでは
大学院生ではないかという志向ではなかったでしょうか。
村
田
あればぼくのときからですね。
梅
i実
ああそうですか。
村田
一誌は助手でも『紀要与に出してもいいとい
だもんだから、
うことは決めたのです。
いざ雑誌や}出そうということにな
そうして、
ったら、教托は出しても い 言ったかな。そこでぼくは
応、みん
な教段会で希望してい から、覚悟して、
お金もちゃんと問なしてい
こ〉
CLdyo
Jjdv
』
でも助教授会であってみると、そしてまた助手にあってみ
ると、
みんな窓見が違うのです。教授は出すというのだけれども、下
の者はあれは苦労だとかいうて、反対しているのです。
だから
こん
なに計らね、教授と助教授と助手と意見が違うなら、も 一ぺん教室で刊考しよう」というて、
っき返して、そのまま消えてしまったので
句。日ーす未行
んか非常に叫州小心で、計算までしていました。名前までね。
それがつぶれたので
そしてそれが津潟さんの功績によってできた
のです。ぼくは何でもつぶすことばかり。
梅
渓
あのときは大変急いで、片山さんらに、年末ぎりぎりに校正
に行ってもらったりしましたね。
片
山
あのときは、第一回の文学部伺窓会が一月二十円でしたか、
や
昭和何年でしたか、
Ltl
戸「
o
J
ノ
Jノ
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梅
i奨
凹十一二年ですね。
ことで大変急いだことがありましたね。それから津潟先生に題字をご
片
山
じ…!日仁一
の一月二十日が同窓会、それに間に合わせろという
邸宅いただき、それから口絵の段津名所図会(のうちの「待兼山」)というのですか、あれをとなたかに仰せつかって、私はたしか蔵内 のお宅へ伽仰木な借用に
vいしがりました。悶文の伴助手にたのんで写真右こ
しらえていただいて出した記憶がございます。
梅
漢
相伴潟先生、最初のころ大阪大学文学会の規約、とくに編集に
ついての規則引をつくりましたね。選潟
:、。ιvtv 
梅
漠
あのときには、大学院の学生女編集に参加させるということ
に落ち斎いたのですが、ところがそれが、さきほどの助教授の教 会参加と同じようなことで、大学院の学生を、校費を使う編集に参加させるかどうかとい ので、大分いろい 議論があっ りしたのですが、大学院の研究成果を発表する いうこ もある 自主的に編集にも参加さ ようということをやったん す。vY}J
も、 片
山
第一号は清い背さんがなかなかよく手缶ってくれましたけれやはりおなれになりませんので、最後は「おまえ編集だ
L
と言
われた私が、十一一月の二十九日だとか一月のニ日 か一一一日とか研究室
タイムリミットがございましたのでね
ο
で…人でやっていましたね。したが、
梅
渓
『持派山論議
μ
ははじめのころ各学科オンパレードで
聞で
もなかなかむずかしい問題 ございましたが、先生方に努力していた
いまはごポ知の通り分間になっております。あれを続けるの
だいています。内容などについて何かご感想はございませんか。
大学院の学生とか助手の方に発表する場を与えたという意味
で、意味があるのではないでしょうか
c
選潟村田
それはできてよかったでしょう。初めのときは漆潟君も京大
で吋哲学研究』の編集で閉口したから、あれば悶るのだよ、なんということで。津濡
いや、編集をやるのは大変です。
村
田
ゃるのは大変なことだったね。人間科学部の設置
梅
i桑
あと一つは文学部 雌史にとっても人間科 部 歴史にとっ
ても大変大ふれな問題ですが、
人間科学却が文学部から独立したことに
つい 、当時の事情なお聞かせいただきたいと思います。あれは時野谷先生が学部長の終わりごろから、何かお話しが ておったの しょうか。時野谷
ぽつぽつです。その辺は扇谷(尚)さんとか森(昭)さんです
ね
村
回
(寸先)君がその話をしたいと一一おってたけどね。体の具合が
惑いから大変失礼するといって屯話がかかってきていました。
卦てこ
不本
来
その問題で先生方にお伺いしたいのは旧七帝大は、波大を除
いて、教育学部というのが一持ち、ましたね。それに対して阪大だけが教育学部を持たな で教育学科でやったということは、その当時の教授のご意見だと思うのですが、その辺のところがよくわかりますと、
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その経緯がわかるのではないかと思うのです。教育学部がないために、人間科学部という議が起こってきて、可能性合生ずるようになったので:::。教育学部をつくらなかったということについての、当時の教授会の方々のご意見ですね。桑田先生のご意向もあったろうと思 のです。
議
内
それはね。法文経ができたばかりですから、
だから教育学部
というのまでなかなか手が及ばないと。京大にしても京大にしても、みんなちょっとくっつければいいが、 ころが、そうたくさん新しいものがだんだん集 ってくると、ちょっとやりにくいよ な、そういう気持だったろうと。これは想像ですよ。
ただ、これは非常に深刻な
問題でして、大販の ま
ですか。
森一双
いま教育大学。
蔵
内
そう教育大学ですね。当時は学芸大学で、あちらの方から、
当然阪大に合併すべき んだとい 考えもあり、学生大会なんかもあったりして、学芸大学のスタッフは全員阪大に移行す いう、そういう申し出が向うの学長からも、あったそうですよ。
ちょっとこれは
正確に覚えていないのですが:・:::。その きは教授会の正式 問題にはならなか けれども、なかで話 いる は、われわ 文部をつくった
Jばかりでね。そこへそういうものが起こってきたら、と
うていそれ できはしないと。それから教育学部そ も にも、問題があるので、果たして合併し 方 い か、現在の教育 学 までやるのがい のか、そこらのところがわからない 問題ですが、それで私はあくまで反対してお のです。第一、今村総 が提議さ
pれな
かったわけです。
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それからもう
つの問題は、
GHQ
の役人ですか、
アメリカ人が言
っておった。それは、あるいは偲人的な話だったかもしれないが、大阪府立の社会事業短大で ね。あれを阪大に合併してくれというように一一治ったそうです。それともう一つは、教養部との分属問題。これも、ぼくはその当時としては反対だっ のです
それは、やっと文学部ができたばかりで、
教養部が分属してから
番大きな彩
を受けるのは文科系です。語
学の先生が圧倒的 多いのだから。そうすると、
できたばかりのとこ
ろに、また人員構成がガラッと変わってしまうと。とてもそういう学郊の運営にはぼくは責任は持てないと当時一一一一口っておったのですけ どもただ、私はこれは後に、学術会議の きに、そういうことを一べん
言ったことがあるのです。大学は各学部がばらばらで、そうし われ勝ちにやっているので、大 全体の教授、研究のポリシーがないのです。そういう大学全体 、むしろ参謀本 的な中央部が要ると。 れには教養部がやはり
番いいのではないかと。教養部の上に、大学教
育を中心とした大学院を設け とか それから教養部 、単なる予備教育ではなくて、各学部の長老教授なんかが そこに出ていくとかうようなことで、中央学部というような構想はどう ということを言ったことがあるの す。これは非常に賛成する人がありまして、ちょいちょい協議をやったので け ども、その ちに任期も米 たから案の実現はしません したが 広島大学が が
ややそ
れに近いのではないでしょうか。
梅
渓
総合科学部ですか。
蔵
内
ええ、そういうのね。そういう少し調子の高いものを出して
くればいいのだけれども:::。
梅
漠
私も最初文学部に来たとき、阪大に教育学部がなく、文学部
に教育学科があるのが、特色だということを盛んに聞きました。天野
ちょっとそれに関連して思い出したことがあります。
ヂ」
1
土、
??
私が阪大 まいりましたのが、昭和二十八年四月なのです。
四月の初
めに大阪にまいりまして、今村総長に『初めてお会いしたときに、二つのお尋ねがあったのです。
一つは教育学部の
のことですね。それ
は、いま歳出川先生からいろいろ伺って、なるほどそういう事情があったのだなということで納得したのです 、今村先生は自分 考えをおっしゃらないで、教育学部を阪大につくるということについて仰か怠見はないか、と う だったので これにつ ても 私は大体蔵内先生のおっしゃったよ な線でお答えし た ということは、その当時、すでに幾つかの教育学部 スタ
i
トして、そしてそれが必
ずしもいい状態ではな ったと私は感じまし 。他の学部との関連とか、いろんな点で。阪大がまだスタートして、
つまり私が来たときに
は、文学部は独立しておりま けれども 蔵内先生がおっ ゃるような状況で すぐいま教育学部をやっても、
おそらく最初に当附する
問題は、立派な教授を集めてくること。それでその他、学部の創設ということになるとかなり多くの予算を要 るわけですね。
だから、す
ぐ教育学部を設けようということについては、私は附怠できませんと
いうお返事をしました。教育学科がだんだん将来充実して、そして教授の教員総織ですね、その他図書とかそういう関連した施設、設備が十分終った段階で、考えるならば考えた方がい のではないですかという指摘をしたのです。
も
う
つの問題は、当時、進適
i
進学適性検来
i
が問題になってい
ましたね。あれについてどう思うかというお話で、
いまの 立第一次
ですか、その共通試験みたいなも ですね。それについて 、今村先生は、七大学
では、あれには質成しないと言ったというか、
やめさせる方向で動いている だけれ も、あなたはどう思うかと私に開かれたわけです。私はつぶすのは、どうも惜しい 気がする。だから、試験的にもっと検討の余地は十分あるのだから、そしてそれ
つの実験として、やはり継続された方が
を強制するのではなしに、
h 
ヵ:
いいのではないかという意見を申し上げたのですけれ も、
ですか、
つぶされてしまったのですね。
たしかそ
梅
漠
ただいまの天野先生のお話にちょっと関連するかと思うので
コ住山
WR
勺戸
nν=
コnupJ
ん
すが、私らこういう事情がよくわからないのですが、
五つほどできましたね。
心理学と社会学の一一議賎ずつに比べて、
蔵
内
hえ、ぇ。
梅
渓
やはりそういう教育学部の方向へ行くという含みも
あれは、
何かあったのでしょうか。
蔵
内
そうでもなかったと思うのですよ。
梅
i実
ああ、そうですか。
蔵
内
教育学が非常に膨張する時勢というか、だから
ただしかし、
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一つはそれに乗ったわけですね。
ですから五講座ぐらいがいいのでは
なかろうかということだったでしょう。これを後からほかの
(J) 
A 
に、ぼくは らやましがられたですよ。阪大うまくやってますねと。
オて
不本
来
ああ、文学部がですね。
蔵
内
これはちょっと話は脇にそれるかもわからないけれども、ふ八五誠一胞のうちで第一議肢の教育原論ですね。それの教授に
礼します。村上俊克治というのが、もう亡くなりましたけれども、彼に来てもらおうと思って、昭和
十七年ごろでしょうか、彼の宿を訪ねまして、
阪大に米てくれないかしと言ったら、
いやでもないような口吻
だったのです。それからさらに煮詰めたら、兼任ならば、
わりにらく
にやれると。その当時、村上君は文部省の教育研究所の部長をしておったのです。それで私が、
いや兼任でもいいからと教授会にも結って、
それで教育研究所に行ったのです。そこに行ったら、ぼくの失敗なのですけ ども、当然、
日古川(第
m悶郎)所長と村上沼の間で話、がついてい
ると思っていた。ぼくはそれを前提 して誘いに行ったのです。阪大の方に来てもらうけれども、
しかし教育研究所の方は、兼任でおるこ
とをわれわれも了解していると。そうしたら、
「村上沼は、私のとこ
ろのものだ。阪大の者のごとく兼任ならさしてやろうと、思きせがましい言い方は、心外だ
J
それからぼくも悶りましたが、とにかく、む
ちゃくちゃな恕胞を(立回ったのです。所長は 大体われわれが留るのは、大学はやたらにすぐ教育学部会~つくって、教授が不足したと一言ってくるというんです。それで私はこれは文部省の責任では いかと言ったら、日高さんが、それはそうではありません。
われわれは非常に慎重
だったけれども、大学で聞いたら、十分スタッフはあるという意見で
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あったのだと。交圧は大学にあると一一一一口いましたけれども、そんな形で大分待たされたね
卦てこ
不本
来
日高さんですね。
蔵
内
ええ、京大におった人ですね。研究所長は天野貞一版文相の在
任時分ですね。
構
i実i
人間科学部のときは洋潟先生が学部長で、学部の名称を、社
会学部とするとかで、教授会でボlトをやった思い出がありますが、なんかその辺の理濡
人間科学部ができたのは、私がやめてからですけれども 相側
当問問胞が具体化しまして、文部省へ行って、人間科学部というのなっくりたいと言ったところが、そんな変な名前の学部はあり得ない。社会
ところが私がやめたら人間科学部
学部ならつくるとよいといわれた。というのができました 、文部省ははっきり言いましたよ。人間科学部などというような名前はおかし 、社会学部ならつくっ もいいと。
梅
渓
一四術大にあったからなのですか。
社会宇部は、
件を充足していたのです、あの時分ね。人間科 いうのは、まだ
卦てこ
不本
3在
社会学部なら設伐基準に合うのですね。そしてま 基準 条
文部省は。全然ないでしょう。改めて設置慕準をつくらなければならないですね、
津
濡
だから、それが必要だと私は言いに行ったのですよ。
森
予定
あれ、設置基準がないはずなのですがね。
いつの間にできた
のですかな。周一谷さん、どうですか。
扇
谷
いまも基準はないのです。ないけれども、あのときちょうど
大学紛争がありまして、学部の新設は中止していたのです。だけれども大学紛争から新しい大学改革の線に沿った学部ならば、民いてもいいというような、筑波大学を院きましたからね。それで、そういう新しいものが}できたら考えま ょうということで省議をとおったのです。そういうことなの す。それで、やはり設置基準はいまでもありませんので、
いまでも人間
科学部で、文部省に申請すると、文部省は関る閤るといいましてというのはお医者さんやなにかほかの人を呼んでき 臨時にジョイントした設院審議会ですが、そういうも を開かなければならないので、非常に部倒なものだから、
いまでも申請しても、
工ミ工二一おか向
M
T
カ
f
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;lAT
は受け付けないとこう聞いております。
森
東
人間関係学科というのはあるのですね。
扇
谷
それもあります。
森東
学科の方はね。
篇
谷
:、。}1
旬、
lv
ただ、阪大人附科学部のカリキュラムのうちの係学関
係だけないものを、埼玉にある文教大学という私大が申請して、文部省は認めました。
森東
人間科学部という名称は森昭さんがドイツかどこかで・
i畢
濡
私は、人間科学
Jdw
というような学部なつくるなら、
せめて五
十講座にせよ
ったことがあるのですけれども。
やや吹くように思
ったけれども、基礎工学部をつくるや否や四十講座作ったですからね。五十講座作って 櫛わないと私は思ったのです。
天
皇子
新しい学部をつくるときに、設問山山十倣委員会というのをつく
られたのですね。蔵内先生もたしかその委員でしたね。
蔵
内
私、いましたよ。
天
野
一回なんか顔合わせみたいなことをやっただけで、
ところが、
あとは全然何のご相談もなかった。
オてこ
不本
来
そうでしたか
oaz
一一一間やりましたよ。
天
野
ぼくが休んだの な(笑い)。名称をどうするかとか何とかい
うことは、その群議会では繁議されなかったのではないです ね。
蔵
内
最初は社会学部でしたね。
封ミ
ホ本
来
文部次官が 学部なら設践しても いと言ったので 。あ
のときに文教委員長になっている谷川(和穂)代議士のあっせんでもって、阪大の岡田総長以下と れから向こう 文部次官と大学局長と審議官と一緒に会食した があります。そのときに、文部次官は揺田繁という人でしたけれども、社会学部ならできるよ 言うのです。それでもって社会学部ではどうかと言うから、
に社会学部の話にな
って、そして文学部に持って帰って、名称の問題、あれはボ
i
トまで
したと思いますね。文学部の方々 、これは何もそう決め というではなくて、文学部の方々のご意向を大体そ も叫酌すると う意味で、みん に二応仮のボ
l
トをしてもらったところが、圧倒的に人間
科学部ではなくて、社会 でいこ いうことになったので 。文部省の方 はそういう名称 人間科学などと 名前は いと設いましたよ、あの時に。
しかし、それはもうすでに欧米にあるのですね。新学部はやはり牧
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野興さんが、
つの原動力ではないかと忠います。東大で定年を
夜、
』主
迎える教授をここへ呼ぶに当たっては、時野谷さんは大分苦労したのだけれども、あとで小島先生あたりから大分お叱りを受けているのですけれども、牧野 を教育の方の人が連れてくると言い出したわけです。そ で、そういうことを教授会で審議されて、しかも藤先生 、それに賛成されたのです。そういうことがありまして、牧野さんが向こうを定年になって来たのですよ。寺号、安門"uFπZ4AF44b
いやいや違う。くりあげてきたのです。
蔵内
東大は六十歳定年ですよ。
土寸号ぎ何回目
3
・4s
いや、満六十の次の年度がわりが定年ですけれども、それ
をあの時は教授会でだいぶもめて、結局ぼくも不手際だったけれども、定年を一一一日繰り上げた 。
フk
不本
来
ああ、そうですか。
土守尽日サ公
4
nnMPRM
吟」F・マ酢
よだ
そのかわり、向こうの依間学部長に、それでも東大名投教
授が、さしっかえありませんかと念宮押して、それで
日前の発令で
すか。一一一日か一一日か、もう直前でした。
フ民
不本
来
とにかくそれで、文学部の顔を立ててもらったようなことな
のです。
土寸努ぎ??????
そうそう。
森一泉
文学部では、定年教授を迎えないという意向が圧倒的でした。
それでぼくは一カ月なりニカ月なり前に、こちらに赴任 てくれとうことを時野谷さんに頼まれて、牧野さんは社会学の人で旧知なので、
交渉に行きました。そうしたところが、どうしてもできないと言うの
66 
です。あれは向こうの定年の関係があるのではないでしょうか。向こうの名誉教授 なる条件充足の関係が牧野さんの方に。時野谷
そうなのです。それで三日や二日なら。三目だったと思つ
たのですが、
よかろうと、向こうの東大の教育学部の了解を得て、そ
の上でやったのです。だから、こちら 考えで、東大は定年になってないと(笑い
)0
森東
牧野さんという人が、東大でもこういう学部をつくることに
前から案を持っていて、熱心だったのです。文学部の社会学と教科一学部の人類学と、教育学部 教育社会学を一緒にして、
つのや部をつ
くるという構想を持っていて、東大では問題にならなかった です。それをこちらへ持ってきて、非常に熱心にやり出したのですね。
それからもう
つは、当時の赤痢総長が、もう総長の任期が切れて、
おやめになるという前でしたから、自分の布職中に文科系の方止を少し拡充するというご意向な持っておられ それ の人たちが、
カ
なり早くからわたりをつけてこられて、そういう案をつくってきですね。
梅
i糞
これまで拝聴してまいりますと、
いろいろ諸先生方がご苦労
をしていただいたことがよくわかります。だいぶ時間も経ちまし 。大体、最初に洋焔先生が申された、
一臨四つの柱は拝聴したというこ
とにさせていただいて、あと五、六分、何かいままでのテ!マに関係なしに、こういうことはもっとよ 考えておけとか、調べておけ かいうようなご注意がござ ましたら、どうぞご自由にお話を ただき
たいと思いますが、
いかがでございましょうか。
土守ほリ申立""uFHU
→''pdI
・
ちょっといまのお話で赤期さんの名が出たので。赤堀さん
の総長時代、非常に文科系の弘充ということに熱心でおられて、ぼくが学部長時代ですから、先ほど
の、社研止な法、経、文の
付限研究所の内容に 拡充・改組したらどうかと、こういう誌を受けまして、それでそういう会一訟を何回かやりました。 ろが社研の方では呉論があり、結局、
つぶれてしまった。赤摘さんは非常に残念が
っておられた。
還
濡
教官研究会というのですか、あれはよその学部でもやってい
るのでしょうか。
ないとすれば、文学部の
つの特色と言ってもいい
のではないでしょうか。
梅
漠
教官研究会という、文学部でやっている勉旨や内容のものは
あまり他にない はないでしょうか。
岸畑
こちらから故初中しました事的について、
いろいろとわれわ
れがいままで知らなかったことをずいぶんたくさん教えていただきましてありがとうございました。先ほど学部長もちょっとおっしゃ ましたように、これをきっかけにして、資料集めにこれから個々 先生方のところへ、ーあるいはおじゃ す ことに るかもし ませんし、きょう政問先生がご欠席で、非常に残念でございますけれども、先生方のご都合を開きましたときに
かましくあるいは押しかけていく
というようなこともあるかもしれませんが、その際はどうぞよろ く、いろいろなことをお教えいただきたいと思っています。
岡
部
それでは名誉教授を囲む座談会はこれで閉じさせていただき
ます。長い時間を名誉教授の話先生方ありがとうございました。
。〉
これは昭和五十四年十一月十五日に文学部第一会議笈で関附加された文学部名
誉教授を阻む陛談会の記録である。なお当日は他に文学部の多くの教官が出府されていたが、氏名はおもな発……読者にかぎり掲載した。
(文武
紀要編集委員会)
(参考資料
ii
「新制大学設位申請綴」より)
大原社会問題研究所図書を阪大法文学部に寄託管理せしめられたき訴願
案文
昨昭和二十一一一年秋大阪大学に法文学部が新設されましたが、大阪大学に人文科学に関する学部設絞の四百は昭和五年大学開設当初から認められてをり、地元官民の希望ででもあったのでありますが、事変戦争等不安十な出米本の為に選延を余儀なくされてゐたわけであります。人文科学に閲する学部設立の条件として人、場所の貸しきを符ることのみならず特に凶設が問題であり、十郎も図書が
機械球日刊の如く蕊ちに用意し得べきものでないことはゆす迄もありません。大阪大学法文学部新設当時の所管大区であった森一戸辰男氏 鴬て大原社会問題研究所の所有してゐた学術図書が、大阪府に保管されてゐる事耐火、布図書が大阪府に保管されるに護っ 絞緋、説ハの後の状況等を知悉し をられ、特にこの図説との結び付か}も考阪の上、大阪大学法文 慌 散を すめられたと灰閉山してゐます。大 としても 敗戦直後 新設予算概算編成に際しこの図設の淡波方を当時の新際大阪府知事 阪出、阪米、赤間現大阪府知事に譲る会長官阿波に府関係者へ事情の御了解を ひ希望をゆ出て米 次第であります。市民に大阪府外 当時 関係者から 布図書の割愛、 大学に於て使用せしめられ皮出向願出てをられますが、大阪大学法文 部としては、学術的使命達成のよか 、是非共談波被下る機御配慮を得たいと存じます。
X戒は叫川御当局
に於て之を完全に談波し去ること、布問問者 所有権な移すことな阪難とされるなれば、紗くともこの図書を充分に利用せしめられ 絞、布図品川川市甲 高度に術的 関設は之を大間以大学 寄託管理せしめられる様御考慮願い皮と存じます。以上、大阪大学法文学部倒係者と 敢て御願いの上げる次第であります。
七月二十六日
事務局長より桑悶法文学部長に送開(印)
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